
さがみ縦貫危険物処理に関する有識者委員会

日 時： 平成16年3月26日(金)午前10時～午前12時

（午前11時～午前12時は現地調査）

場 所： 掘削残土仮置き場（寒川管理所）

（午前10時～午前11時：委 員 会）

掘削残土仮置き場並びに橋脚工事現場

（午前11時～午前12時：現地調査）

議事次第

1．有識者委員会

1-1 開会

1-2 議事

（1）資料説明

項 目 概 要

１．橋脚工事現場（P28 ・掘削調査の概要

～P30区間）における ・発見された不審物

掘削調査について ・南側ブロック（P28～P29区間）の土質

・南側ブロック（P28～P29区間）の掘削調査結果

・掘削土壌の取扱い

・さがみ縦貫道路敷地内の安全性について

２．掘削残土仮置き場 ・分離作業の概要

（田端）の状況について ・発見された不審物

３．発見された不審物

並びに危険物（全体）

（2）審議

（3）閉会

2. 現地調査

3．記者会見

４．マスコミ対応

委員会｢資料説明」はオープン。現地調査終了後

（午後0時30分をめど）記者会見を実施
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第１０回第１０回

さがみ縦貫危険物処理に関するさがみ縦貫危険物処理に関する

国土交通省関東地方整備局

横浜国道事務所

有識者委員会有識者委員会

説明資料説明資料



（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）における掘削調査について

　 ①掘削調査の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　②発見された不審物

　　③南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質

　　④南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の掘削調査結果

　　⑤掘削土壌の取扱い

　　⑥さがみ縦貫道路敷地内の安全性について　　　

（２）掘削残土仮置き場（田端）の状況について

これまでの委員会決定事項に関する具体案の報告についてこれまでの委員会決定事項に関する具体案の報告について

　 ①分離作業の概要　　　　　　　　　　　　　

　　②発見された不審物　　

　　（３）発見された不審物並びに危険物（全体）



（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）

　　　　　　　　　　　における掘削調査について　　　　　　　　　　　における掘削調査について



南側ブロック；約30m 北側ブロック；約42m

P28 P29 P30

N

：掘削調査完了範囲

：掘削調査範囲立入防護壁

（１）（１）ーー①① 掘削調査の概要掘削調査の概要

橋脚工事現場の状況（平成１６年３月２３日現在）

掘削調査の範囲

さがみ縦貫道路橋
脚工事現場（P28～
P30区間）において、
平成１５年１１月２１
日（金）より掘削調
査を実施。

　平成１６年２月６日
までに北側ブロック
（P29～P30区間）の
調査完了。

現在、南側ブロック
（P28～P29区間）を
調査。

完 了



■南側ブロック（■南側ブロック（P28P28～～P29P29区間）の作業進捗状況（平成１６年３月２５日現在）区間）の作業進捗状況（平成１６年３月２５日現在）

※平面図中の数字は掘削深度（m）を示す。

GL-0.0

GL-1.0

GL-2.0

GL-3.0

　：　人力掘削
　：　機械掘削

（断面図）

P28 P29

1.5m

鋼矢板

（平面図）

P28

鋼矢板
約9m

約15m

日東化工　側

旭ファイバー　側

約30m

発見された不審物の本数；２本
　（平成１６年３月２５日現在）

1.5

1.0

1.0

P29

断面

不審物発見範囲

（１）（１）ーー①① 掘削調査の概要掘削調査の概要



（１）（１）ーー②発見された不審物②発見された不審物

　　　○南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）

　南側ブロック　　　　　２本

　北側ブロック　　　１５６本

　　合計　　　　　　　１５８本

　　　○北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）

■掘削調査中に発見された不審物一覧■掘削調査中に発見された不審物一覧

・南側ブロックにおいて不審物（ビール瓶）２本を新たに発見。

・発見された不審物の内１本はゴム状の栓で密閉。１本は詮無し。

内容物の状態 本数

液　体 黒色 2

計：２本

内容物の色

内容物の状態 本数

黒色 71

黒色と透明に分離
（一部固形物が混入）

40

不明 － 1

白色 42

灰色 2

計：１５６本

固形物

内容物の色

液　体



■土質調査結果（推定）■土質調査結果（推定）

当該地の土質は、大きく分けて、

ⅰ）相模川沿いに開けた沖積低地に分布し自然堤防堆積物

(主に砂質土)から形成される自然地盤の砂質土

ⅱ）自然地盤の上に2.3～3.2m程度の厚さで広く分布し、広域

的な造成等で形成された埋土層

に分類。

（１）（１）ーー③南側ブロック（③南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質

スウェーデン式サウンディング試験、試料採取により南側ブロック（Ｐ２８
～Ｐ２９区間）の土質を分析。

北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）と同様の土質



■土質調査結果（土質断面図）■土質調査結果（土質断面図）

日
東
化
工　

側

旭
フ
ァ
イ
バ
ー　

側

GL(m)-0.0

-1.0

-2.0

-3.0

P28 P30

③測線

-4.0

GL(m)-0.0

-1.0

-2.0

-3.0

-4.0

GL(m)-0.0

-1.0

-2.0

-3.0

-4.0

P29

②測線

①測線

（１）（１）ーー③南側ブロック（③南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質

E2

E2



■地質平面図■地質平面図 GLGL--0.0m0.0m

日東化工　側

Ｐ２８Ｐ２８ Ｐ２９Ｐ２９ Ｐ３０Ｐ３０

旭ファイバー　側

（１）（１）ーー③南側ブロック（③南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

　＝空ビン又は破片を示す



■地質平面図■地質平面図 GLGL--0.5m0.5m

日東化工　側

旭ファイバー　側

Ｐ２８Ｐ２８ Ｐ２９Ｐ２９ Ｐ３０Ｐ３０

（１）（１）ーー③南側ブロック（③南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

　＝空ビン又は破片を示す



■地質平面図■地質平面図 GLGL--1.0m1.0m（（一部一部GLGL--1.1m1.1mの箇所あり）の箇所あり）

日東化工　側

旭ファイバー　側

Ｐ２８Ｐ２８ Ｐ２９Ｐ２９ Ｐ３０Ｐ３０

（１）（１）ーー③南側ブロック（③南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質Ｐ２８～Ｐ２９区間）の土質

E2

E2

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

　＝空ビン又は破片を示す



■土質調査結果（更なる埋設箇所の推定；南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間））■土質調査結果（更なる埋設箇所の推定；南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間））

（１）（１）ーー④南側ブロック（④南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の掘削調査結果Ｐ２８～Ｐ２９区間）の掘削調査結果

１．掘削調査を実施しながら土の状況を確認。

　　( Ｐ２９直近のＢ－１２ 、Ｃ－１２ブロックは深度１．５ｍ、その他は深度１．０ｍ程度）

３．更なる不審物の埋設は無し。

→南側ブロック（P28～P29区間）には更なる不審物の埋設は無く、掘削調査は終了。

２．不審物が西側Ｄ１層で２本発見。

　　※Ｄ１層：鋼矢板設置時に、Ｐ２９橋脚工事の掘削土により埋め戻された層

　　　　　　 （砕石、改良材の塊が混入）。

４．深度１．０ｍでＢ１層（粒径均一な微細砂層と均質なローム質土の互層）が露出。

　　（ヒューム管等が掘り出されたが、それらの下にB1層があることを確認）

　　詳細な観察の結果、全域にわたりＤ１もしくはＤ２に類するような土の分布は無し。

※Ｄ2層：北側ブロックの大量に不審物が発見された土の層で、広く分布する

　　　　　　B1層と明らかに異なる過去に埋め戻されたと考えられる層
　　　　　　（砕石や砂分が不均質に混入）



（１）（１）ーー⑤掘削土壌の取扱い⑤掘削土壌の取扱い



（１）（１）ーー⑤掘削土壌の取扱い⑤掘削土壌の取扱い

　掘　削　土　壌　

　土　壌　分　析※　

　汚　 染 　土 　壌清浄な土壌
密 閉 袋 に 保 管

　埋め戻し 　 無 害 化 処 理

■掘削土壌の処理フロー■掘削土壌の処理フロー

■掘削土壌の方針■掘削土壌の方針
掘削調査により発生した掘削土については、マスタード等による汚染を確認し、
汚染がみられない清浄な土壌については橋脚工事現場内に埋め戻し。汚染
が確認された土壌については、密閉袋に保管し、掘削調査完了後、無害化処
理設備で完全に無害化。

※（財）化学物質評価研究機構



（１）（１）ーー⑤掘削土壌の取扱い⑤掘削土壌の取扱い

■掘削土壌の分析方法■掘削土壌の分析方法

分析機関　 ：　（財）化学物質評価研究機構

分析方法 　：　溶媒抽出法及び誘導体化法でGC-MSにより分析

分析場所　 ：　①サンプリング配置　→　 橋脚間に代表２箇所　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 　 　　

②サンプリング深度　→　 深度0.5m、1.0m

Ｂ

Ａ

P28

日東化工　側

旭ファイバー　側

P29

■南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の掘削土壌分析箇所■南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）の掘削土壌分析箇所

A  :深度0.5、1.0ｍの２検体

Ｂ :深度0.5、1.0ｍの２検体

合計４検体

Ｎ



（１）（１）ーー⑤掘削土壌の取扱い⑤掘削土壌の取扱い

■掘削土壌の分析結果■掘削土壌の分析結果

・分析の結果、掘削土については、汚染は認められないので橋脚工事

　現場に埋め戻し。

・P29鋼矢板周りの掘削土（約50m3）については、密閉袋に保管し、

今後、無害化処理を実施。

場
所

定量下限

深
さ

0.5 1.0 0.5 1.0 （ug/wet・g）

N.D. N.D. N.D. N.D. 0.05

N.D. N.D. N.D. N.D. 0.1

N.D. N.D. N.D. N.D. 0.1

N.D. N.D. N.D. N.D. 0.5

N.D. N.D. N.D. N.D. 0.5

N.D. N.D. N.D. N.D. 0.1

N.D. N.D. N.D. N.D. 15

ND：不検出又は定量下限値以下でMS分析による定性確認不可

化　　合　　物

A B

マスタ－ドガス

ルイサイト１チオ－ル化物

ジフェニルシアノアルシン

２－クロロアセトフェノン

ヒ素及びその化合物

ジフェニルアルシンチオ－ル化物

ジフェニルクロロアルシン



（１）（１）ーー⑥⑥さがみ縦貫道路敷地内の安全性についてさがみ縦貫道路敷地内の安全性について

■安全性の確認状況■安全性の確認状況

①ボーリング調査（P11～P28区間及びP30～P34区間）

　　→第六回有識者委員会において同区間の安全性を確認

②掘削調査（Ｐ２８～Ｐ３０区間）

　１）北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）

　　→第九回有識者委員会において、同区間の安全性を確認

　２）南側ブロック（Ｐ２８～Ｐ２９区間）

　　→南側ブロックには更なる不審物の埋設なし

さがみ縦貫道路敷地内(P11～P34区間)の安全性を確認

さがみ縦貫道路敷地内の工事を再開へ



ボーリング調査位置図

Ｎ

さがみ縦貫道路
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　既定のボーリング（概ね１０ｍピッチ）　　　　　　　　　　　１２４箇所

　追加的なボーリング（Ｐ２７～Ｐ３４区間）　　　　　　　　　　７５箇所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　１９９箇所　　

：ボーリング予定箇所

：掘削調査範囲（予定）

凡例 ：掘削調査範囲（P28～P30）

●　　 ：既定のボーリング調査箇所

凡 例

：ボーリング調査範囲
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●　　 ：追加的なボーリング調査範囲

（参考）ボーリング調査の実施状況

北
側

ブロック

南側ブロック

Ｐ２８

Ｐ３０

Ｐ１１

Ｐ３４

橋脚工事現場（Ｐ２９）

危険物発見箇所

（１）（１）ーー⑥⑥さがみ縦貫道路敷地内の安全性についてさがみ縦貫道路敷地内の安全性について



（２）掘削残土仮置き場（田端）の状況について（２）掘削残土仮置き場（田端）の状況について



掘削残土仮置き場における掘削残土仮置き場における

分離作業の流れ分離作業の流れ

（映像）（映像）

（２）（２）ーー①分離作業①分離作業の概要の概要

分離作業の手順（映像）.wmv



（２）（２）ーー①分離作業①分離作業の概要の概要

掘削残土仮置き場では、平成１５年１０月２３日（木）より、実施していた

汚染残土と危険物等の分離作業（機械掘削・吸引＋人力掘削・移送）を

平成１６年３月２３日（火）までに実施。　

無害化処理設備
（建設中）

大テント

中テント

小テント

掘削残土仮置き場の状況（平成１５年１１月２６日撮影）

テントテント

テント内の状況（平成16年3月23日現在）



■分離作業の進捗状況
　 平成15年10月23日から平成16年3月
　23日まで分離作業を実施

・ 作業の進捗率：100％　　

　　（全体6,475m3の分離作業完了）

・ 不審物の本数：633本

※汚染残土や発見された危険物等は、

　今後建設される無害化処理設備にお

　いて処理。

（２）（２）ーー①分離作業の概要①分離作業の概要
（掘削残土の平面図）

テント内の状況　（平成16年3月23日現在）

　：　分離作業完了

　

テント

掘削残土約85m

約45m



（２）（２）ーー②発見された不審物②発見された不審物

■発見された不審物一覧■発見された不審物一覧

・不審物（充ビン）は全てビール瓶（633本）。

・不審物（充ビン）の内427本はゴム状の栓等で密閉。206本は詮無し。

※分離作業（平成15年10月23日開始～平成16年3月23日まで実施）

内容物の状態 本数

黒色 229

黒色と透明に分離
（一部固形物が混入）

235

不明 － 1

黒色 54

灰色 100

白色 13

不明 － 1

計：６３３本

固形物

内容物の色

液　体



（３）発見された不審物並びに危険物（全体）（３）発見された不審物並びに危険物（全体）

■発見された不審物並びに危険物（全体）■発見された不審物並びに危険物（全体）

○掘削調査　　１５８本（平成１５年１２月５日～平成１６年３月８日に不審物発見）

○分離作業　　６３３本（平成１５年１１月１日～平成１６年３月２２日に不審物発見）

危険物

当初（平成１４年）に
発見・回収された危険物

掘削調査（一之宮） 分離作業（田端）

黒色 8 73 229 310

黒色と透明に分離
（一部固形物が混入） 1 40 235 276

不明 － 0 1 1 2

黒色 1 0 54 55

灰色 0 2 100 102

白色 1 42 13 56

不明 － 0 0 1 1

11 158 633 802

液　体

計

固形物

不審物

内容物の色等内容物の状態 計
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